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審議した主な議案

議
案 

審 

議

■ 

第
６
回
定
例
会
（
９
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
決

算
認
定
７
件
、
条
例
に
関
す
る
議
案
２
件
、
補
正
予
算
案
件
６
件
、

専
決
処
分
の
報
告
４
件
、
そ
の
他
の
議
案
６
件
合
わ
せ
て
25
件
を

認
定
・
可
決
・
修
正
可
決
・
承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。

■ 

審
査
し
た
陳
情
１
件
は
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
長
提
出
議
案

■ 

市
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
を
修
正
可
決

羽
村
市
基
本
構
想

　

【
主
な
内
容
】　

　

現
行
の
羽
村
市
基
本
構
想
の
計
画
期

間
が
令
和
３
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
令
和
４
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新

た
な
羽
村
市
基
本
構
想
を
策
定
す
る
も

の
で
す
。

【
議
決
結
果
】　

修
正
可
決

修
正
案
の
提
出

　

羽
村
市
基
本
構
想
審
査
特
別
委
員
会

を
６
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
、
「
羽
村

市
基
本
構
想
」の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
委
員
か
ら
修
正
動
議

（
修
正
案
）が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
修
正
案
を
可
決
、
修
正
部

分
を
除
く
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
の
審
査
結
果
を
本
会
議

で
委
員
長
が
報
告
し
、
採
決
の
結
果
、

修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
修
正
案
の
内
容
】
　

　

「
ま
ち
づ
く
り
で
大
切
に
す
る
想
い
」

に
お
い
て
、
格
差
の
拡
大
な
ど
の
社
会

問
題
の
視
点
を
取
り
入
れ
、「
一
人
ひ

と
り
」
を
大
切
に
す
る
と
い
う
新
た
な

項
目
を
追
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他

の
一
部
の
項
目
に
つ
い
て
、
説
明
文
等

の
文
言
の
修
正
、
追
加
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
未
来
を
築
く
５
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
」

お
よ
び「
自
治
体
運
営
の
方
針
」に
つ
い

て
、
時
代
の
流
れ
や
自
治
体
を
取
り
巻

く
状
況
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

審
査
し
、
文
言
の
修
正
、
追
加
を
行
い

ま
し
た
。

　市長から議会に提出された議案は、本会議お

よび委員会で審議・審査されます。議員（委員）は

必要に応じて修正案を提出することができます。

　その修正の提議を行う時は案を備え、「修正動

議」（修正案）を提出することとなります。

修正動議とは・・・？

取水堰付近から見た多摩川上流方向
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議 案 審 議

※ 

内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継　

（
９
月
14
日
・
９
月
30
日
分
）
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
教
育
長
の
任
命
に
同
意

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に

つ
い
て

　

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
桜
沢
修
氏
を
教
育
長
に
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

【
任
期
】　

令
和
３
年
10
月
１
日
～
令
和

６
年
９
月
30
日

【
議
決
結
果
】　

原
案
同
意

■ 

情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
設
置
・
管
理
者
を
内
閣
総
理

大
臣
に
変
更

羽
村
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】

　

デ
ジ
タ
ル
庁
の
設
置
に
伴
い
、
関
係

法
令
が
一
部
改
正
さ
れ
、
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
設
置
・
管
理
者
が

総
務
大
臣
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に
変
更

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

【
議
決
結
果
】　

原
案
可
決

質
疑

　
　

情
報
提
供
等
記
録
を
訂
正
し
た
旨

の
書
面
の
送
り
先
が
総
務
大
臣
か
ら
内

閣
総
理
大
臣
に
変
更
さ
れ
た
が
、
新
た

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
作
る
の
か
。

　
　

情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
は
既
存
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
改
め

て
シ
ス
テ
ム
自
体
を
変
更
す
る
も
の
で

は
な
い
。討

論

　

今
回
の
条
例
改
正
の
根
拠
と

な
る
、
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
及
び
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
は
大
問
題

で
あ
り
反
対
、
条
例
改
正
に
も
反
対
。

（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　

個
人
情
報
保
護
の
内
容
を
変

え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
デ
ジ
タ
ル
庁
設

置
法
の
施
行
に
伴
う
改
正
で
あ
り
、
今

後
さ
ら
な
る
変
更
が
予
想
さ
れ
る
。
デ

ジ
タ
ル
法
、
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
に
反

対
す
る
立
場
か
ら
条
例
改
正
に
も
反
対
。

（
世
論
）

委
員
会
提
出
議
案

■
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政

状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書
（
抜
粋
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ま
ん
延
に
よ
り
、
地
方
財
政
は
、

来
年
度
も
巨
額
の
財
源
不
足
が
避

け
ら
れ
な
い
厳
し
い
状
況
に
直
面

し
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
へ

の
対
応
や
地
域
の
防
災
・
減
災
、
雇

用
の
確
保
、
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど

の
喫
緊
の
課
題
に
迫
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
社
会
保
障
関
係
経
費
な
ど
の
財

政
需
要
に
見
合
う
財
源
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
財
源
確
保
の
た
め
、
令
和

４
年
度
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、
次

の
事
項
を
確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
、

強
く
国
に
要
望
す
る
。

⑴
令
和
４
年
度
以
降
３
年
間
の
地
方

一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
は
、
社
会

保
障
関
係
経
費
が
毎
年
度
増
大
し
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
他
の
地
方
歳

出
に
不
合
理
な
し
わ
寄
せ
が
な
さ
れ

な
い
よ
う
、
十
分
な
総
額
を
確
保
す

る
こ
と
。

⑵
固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
の
極
め

て
重
要
な
基
幹
税
で
あ
り
、
制
度
の

根
幹
に
影
響
す
る
見
直
し
は
断
じ
て

行
わ
な
い
こ
と
。
現
行
の
特
例
措
置

は
今
回
限
り
と
し
、
期
限
の
到
来
を

も
っ
て
確
実
に
終
了
す
る
こ
と
。

⑶
令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
講
じ
た
、
課

税
標
準
額
の
負
担
調
整
措
置
は
、
令

和
３
年
度
限
り
と
す
る
こ
と
。

⑷
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

に
対
応
す
る
た
め
に
、
税
の
軽
減
措

置
等
を
行
う
場
合
は
、
地
方
自
治
体

か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
地
方
自
治
体

の
減
収
に
つ
な
が
ら
な
い
方
法
に
よ

る
こ
と
。

⑸
令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
講

じ
ら
れ
た
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

の
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
の
延

長
に
つ
い
て
、
更
な
る
延
長
は
行
わ

な
い
こ
と
。

⑹
炭
素
に
係
る
税
を
創
設
又
は
拡
充

す
る
場
合
は
、
そ
の
一
部
を
地
方
税

又
は
地
方
譲
与
税
と
し
て
地
方
に
税

源
配
分
す
る
こ
と
。

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
・
参
議
院

議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
内
閣
官
房

長
官
・
総
務
大
臣
・
財
務
大
臣
・
経

済
産
業
大
臣
・
経
済
再
生
担
当
大
臣

【
議
決
結
果
】　

原
案
可
決
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議 案 の 議 決 結 果

＜全会一致となった議案＞

件名・概要 議決結果

専決処分の承認を求めることについて
〔羽村市指定介護予防支援等の事業の人員及び
運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準等を
定める条例の一部を改正する条例の一部を改正
する条例〕
関係法令の一部改正に準じ、条例の一部を改正
する必要が生じ、専決処分したため、議会の承
認を求める。

承認

専決処分の承認を求めることについて
〔羽村市指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の一部を改正する条例〕
関係法令の一部改正に準じ、条例の一部を改正
する必要が生じ、専決処分したため、議会の承
認を求める。

専決処分の承認を求めることについて
〔羽村市指定地域密着型介護予防サービスの事
業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型
介護予防サービスに係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の一部を改正する条例〕
関係法令の一部改正に準じ、条例の一部を改正
する必要が生じ、専決処分したため、議会の承
認を求める。

専決処分の承認を求めることについて
〔羽村市指定居宅介護支援等の事業の人員及び
運営の基準に関する条例の一部を改正する条例
の一部を改正する条例〕
関係法令の一部改正に準じ、条例の一部を改正
する必要が生じ、専決処分したため、議会の承
認を求める。

羽村市児童遊園条例の一部を改正する条例
鳩胸児童遊園の用地返却に伴い、鳩胸児童遊園
を廃止する。

原案可決

羽村市基本構想
Ｐ 10 参照

修正案可決
修正可決

修正部分を除く原案可決

令和 3 年度羽村市一般会計補正予算（第 6 号）
歳入歳出それぞれ 15 億 950 万円を増額し、
補正後の予算額を歳入歳出それぞれ 241 億
1,020 万円とする。

原案可決

　

件名・概要 議決結果

令和 3 年度羽村市国民健康保険事業会計補正予算
（第 1 号）
歳入歳出それぞれ 1 億 8,203 万 3 千円を増額し、
補正後の予算額を歳入歳出それぞれ 60 億 8,533
万 3 千円とする。

原案可決

令和 3 年度羽村市後期高齢者医療会計補正予算
（第 1 号）
歳入歳出それぞれ 2,932 万 3 千円を増額し、補
正後の予算額を歳入歳出それぞれ 13 億 5,172 万
3 千円とする。

令和 3 年度羽村市介護保険事業会計補正予算（第
2 号）
歳入歳出それぞれ 1 億 4,067 万 8 千円を増額し、
補正後の予算額を歳入歳出それぞれ 40 億 917 万
8 千円とする。

令和 3 年度羽村市福生都市計画事業羽村駅西口土
地区画整理事業会計補正予算（第 1 号）
歳入歳出それぞれ 1 億 196 万 9 千円を増額し、
補正後の予算額を歳入歳出それぞれ 16 億 6,596
万 9 千円とする。

令和 3 年度羽村市水道事業会計補正予算（第 1 号）
水道施設の改良工事として、鳩胸児童遊園前の市
道第 5048 号線に配水管を布設する工事を行う必
要があるため、資本的支出の建設改良費の増額を
行う。

令和 2 年度羽村市水道事業会計未処分利益剰余金
の処分について
令 和 2 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金、3 億 2045 万
4,246 円のうち、1 億 6,147 万 9,019 円を減債
積立金に積み立て、1 億 5,897 万 5,227 円を資
本金に組み入れる。

市道路線の認定について
宅地開発事業により設置された道路を「市道第
5177 号線」「市道第 6177 号線」として新たに
認定する。

教育委員会教育長の任命について
Ｐ 11 参照

原案同意教育委員会委員の任命について
教育委員会委員の任期満了に伴い、永井英義氏を
任命したいので、議会の同意を求める。

【任期】令和 3 年 10 月 1 日〜令和 7 年 9 月 30 日

損害賠償額の決定について
売却した市有地の宅地造成工事において、土地を
掘削したところ、コンクリート塊、アスファルト
塊等の廃棄物が発見され、土地所有者に損害を与
えた事故に対する損害賠償額を決定するもの。

原案可決

■市長提出議案の議決結果

＜賛否の分かれた議案＞

件名・概要

会派名（数字は人数）

議決結果緑 公 令 共 新 ネ 世 自

(4) (4) (3) (2) (2) (1) (1) (1)

羽村市個人情報保護条例の一部を改正する条例　
Ｐ 11 参照

〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 原案可決
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議 案 の 議 決 結 果

■陳情の審議結果

件名
審査した

委員会

会派名（数字は人数）
本会議での

議決結果
緑 公 令 共 新 ネ 世 自

(4) (4) (3) (2) (2) (1) (1) (1)

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地
の沖縄県外・国外移転について国民的議
論を行い、憲法に基づき公正かつ民主的
に解決するべきとする意見書の採択を求
める陳情

総務
委員会

× ×

〇

〇 × 〇 〇 × 不採択

×

■委員会提出議案の議決結果

件名
提出した

委員会

本会議での

議決結果

羽村市議会会議規則の一部を改正する規則
議会運営委員会

原案可決
羽村市議会議員の議員報酬等の特例に関する条例の一部を改正する条例

コロナ禍による厳しい財政状況に対し、地方税財源の充実を求める意見書
Ｐ 11 参照

総務委員会

◆会派とは、政治上の主義や政策が同じ議員の集まりで、議会活動を行う上での

　基礎となります。

櫻
さくら

沢
ざわ

　　康
やすし

梶
かじ

　　正
まさ

明
あき

高
たか

田
だ

　和
かず

登
と

濱
はま

中
なか

　俊
とし

男
お

中
なか

嶋
じま

　　勝
まさる

富
とみ

永
なが

　訓
のり

正
まさ

西
にし

川
かわ

美
み

佐
さ

保
ほ

石
いし

居
い

　尚
ひさ

郎
お

大
おお

塚
つか

あかね

馳
はせ

平
ひら

　耕
こう

三
ぞう

水
みず

野
の

　義
よし

裕
ひろ

山
やま

崎
ざき

　陽
よう

一
いち

公 明 党 令和かがやき 世　論

印
いん

南
なみ

　修
しゅう

太
た

自由民主党創生

門
もん

間
ま

　淑
ひで

子
こ

 

市民ネットワーク

浜
はま

中
なか
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＜令和2年度決算認定の議決結果＞

件名

会派名（数字は人数）
本会議での

議決結果
緑 公 令 共 新 ネ 世 自

(4) (4) (3) (2) (2) (1) (1) (1)

一般会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 × 〇 × × 〇

認定

特
別
会
計

国民健康保険事業会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

後期高齢者医療会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

介護保険事業会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

福生都市計画事業羽村駅西口土地区画整理
事業会計歳入歳出決算

〇
〇 〇 × 〇 × × 〇

×

水道事業会計決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

下水道事業会計決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

■各 会 派 の 賛 否■ 　議案／ 〇…賛成　　×…反対　

 　陳情／ 〇…採択　　×…不採択　　　　　

■会 派 名■ 　緑…新緑会　　公…公明党　　　　　　　令…令和かがやき　　共…日本共産党

 　新…新政会　　ネ…市民ネットワーク　　世…世論　　　　　　自…自由民主党創生

凡　

例
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市政について問う

一
般 

質 

問

一
般
質
問
と
は
、
市
が
実
施
し
て
い
る
施
策
全
般
に

つ
い
て
の
議
員
の
質
問
で
す
。

第
６
回
定
例
会
で
は
、

９
月
７
日
、
８
日
、
９
日
の
３
日
間
に
わ
た
り

17
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
原
稿
は
、
議
員
自
身
が
要
約
し
作
成
し
て
い
ま
す
。

《Ｑ》防災行政無線のデジタル化はいつ完了するか

《Ａ》工事がすべて完了するのは今年度末になる

防
災
全
般
に
つ
い
て

質
問
　
防
災
行
政
無
線
の
工
事

が
完
了
し
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ

ジ
タ
ル
に
変
更
さ
れ
る
の
は
、

い
つ
か
ら
か
。

市
長
　
今
年
度
末
に
完
了
す
る

予
定
で
あ
り
、
工
事
が
す
べ
て

完
了
す
る
ま
で
は
両
波
を
使
用

し
た
運
用
と
な
る
。

質
問
　
防
災
行
政
無
線
を
聞
き

損
ね
た
場
合
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
や
市
役
所
の
内
線
８
８
８
で

複
数
回
の
再
生
を
可
能
と
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

市
長
　
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
後
は
、
放
送
後
24
時
間

以
内
で
あ
れ
ば
、
複
数
件
の
内

容
確
認
が
可
能
と
な
る
。

質
問
　
市
民
か
ら
、
市
内
の
ホ

テ
ル
と
災
害
時
に
お
け
る
協
定

を
結
ん
で
お
く
べ
き
と
の
提
案

が
あ
り
、
検
討
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
平
成
30
年
度
に
市
内
３

か
所
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
と
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。

質
問
　
消
費
者
庁
が
賞
味
期
限

を
過
ぎ
た
備
蓄
品
を
活
用
す
る

モ
デ
ル
事
業
を
開
始
す
る
が
、

羽
村
市
で
は
ど
う
か
。

市
長
　
従
来
か
ら
食
品
ロ
ス
の

回
避
に
努
め
て
い
る
が
、
消
費

者
庁
の
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

も
注
視
し
て
い
く
。

生
涯
学
習
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

質
問
　
ゆ
と
ろ
ぎ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
の
増
強
を
検
討
す

べ
き
で
は
。

教
育
長
　
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
環
境
の

改
善
と
通
信
環
境
の
充
実
に
努

め
て
い
く
。

質
問
　
生
涯
学
習
部
が
主
体
と

な
っ
て
や
さ
し
い
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
体
験
講
座
を
継
続
的
な
講

座
に
発
展
で
き
な
い
か
。

市
長
　
市
民
の
関
心
も
高
く
、

今
後
も
継
続
し
て
い
く
考
え
で

あ
り
、
よ
り
充
実
し
た
事
業
と

し
て
実
施
で
き
る

よ
う
検
討
す
る
。

高田 和登 議員（新緑会）

デジタル化整備工事中の防災行政無線
（左：デジタル化後　右：デジタル化前）

踊子草公園
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《Ｑ》他自治体のように、市での害獣対策支援への取組みを

《Ａ》市民が安全に生活できる環境の形成に努める

害
獣
対
策
に
つ
い
て

 

他
自
治
体
の
よ
う
に
、
ア
ラ

イ
グ
マ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の

害
獣
対
策
支
援
を
。

質
問
　
都
や
国
の
補
助
制
度
等

を
活
用
し
、
市
で
も
財
政
的
、

技
術
的
な
支
援
を
し
て
は
。

市
長
　
対
策
を
実
施
の
自
治
体

を
参
考
に
害
獣
対
策
へ
の
方
針

を
定
め
、
市
民
が
安
全
に
生
活

で
き
る
環
境
の
形
成
に
努
め
る
。

通
学
・
歩
行
者
の
安
全
確
保
を

　

通
学
路
等
の
危
険
箇
所
を
子

ど
も
目
線
で
徹
底
的
に
点
検
・

調
査
し
、
安
全
対
策
の
前
進
を
。

質
問
　
こ
れ
ま
で
も
毎
年
度
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
、
幼
保
関
係
団

体
に
よ
り
通
学
路
な
ど
の
安
全

点
検
が
行
わ
れ
、
改
善
点
や
要

望
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ

ま
で
と
、
今
後
の
取
組
み
は
。

市
長
　
要
望
を
踏
ま
え
安
全
対

策
を
講
じ
て
き
た
。
今
後
も
適

切
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
　
民
間
所
有
を
含
め
、
危

険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
状
況
と
、

安
全
対
策
へ
の
取
組
み
は
。

市
長
　
公
共
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
は
改
修
工
事
を
行
い
、
安
全

対
策
を
図
っ
て
い
る
。
民
間
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
生
け
垣
に
替

え
る
助
成
制
度
を
推
進
す
る
。

今
後
も
安
全
へ
の
意
識
醸
成
を

図
る
啓
発
活
動
に
努
め
る
。

特
定
健
診
、
が
ん
検
診
の
受
診

者
増
と
健
診
内
容
の
充
実
を

　

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め

に
も
、
多
く
の
方
の
受
診
の

推
進
を
。

質
問
　
市
で
の
胃
が
ん
検
診
は

バ
リ
ウ
ム
検
査
の
み
だ
が
、
一

部
負
担
等
の
条
件
を
定
め
、
内

視
鏡
検
査
も
選
択
可
能
と
す
る

検
討
を
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
内
視
鏡
検
査
も
国
の
指

針
に
追
加
さ
れ
た
。
今
後
の
研

究
課
題
と
す
る
。

富永 訓正 議員（公明党）

アライグマとハクビシン
東京都の外来種対策マニュアルより抜粋

《Ｑ》フードバンクが市内で立ち上がったが、市の支援は

《Ａ》効果的支援について検討していく

子
ど
も
食
堂
と

 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
つ
い
て

　

８
月
に
は
市
内
で
４
カ
所
目

の
子
ど
も
食
堂
が
オ
ー
プ
ン
。

９
月
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
が
設
立

さ
れ
た
。
平
成
28
年
12
月
定
例

会
で
、
子
ど
も
食
堂
や
フ
ー
ド

バ
ン
ク
な
ど
質
問
し
、
そ
の
後

の
状
況
を
伺
う
。

質
問
　
誰
も
が
利
用
で
き
る

「
子
ど
も
食
堂
」
に
ど
の
よ
う

な
支
援
が
で
き
る
の
か
。

市
長
　
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
形
態
、

活
動
内
容
等
が
異
な
っ
て
お
り
、

市
で
ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能

か
検
討
す
る
。

質
問
　
以
前
の
議
会
で
「
子
ど

も
食
堂
と
学
習
支
援
を
行
っ
て

は
」
の
質
問
に
、「
学
習
支
援

を
検
討
す
る
」
と
の
回
答
だ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

市
長
　
市
で
は
、
平
成
29
年
度

か
ら
、
毎
週
中
学
生
を
対
象
に

学
習
・
生
活
支
援
事
業
を
実
施
。

本
年
利
用
者
８
人
。
利
用
者
数

は
延
べ
56
人
で
あ
る
。

質
問
　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
、
少

し
で
も
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
、

必
要
な
人
に
つ
な
げ
る
役
割
が

あ
る
が
、
市
は
ど
の
部
署
と
連

携
し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で

き
る
の
か
。

市
長
　
連
携
は
環
境
部
門
や
福

祉
部
門
等
で
、
食
品
ロ
ス
の
低

減
や
生
活
困
窮
者
支
援
の
両
面

か
ら
、
民
間
団
体
の
自
立
的
な

活
動
を
促
進
し
、
効
果
的
な
支

援
を
検
討
す
る
。

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を

質
問
　
国
と
し
て
推
進
す
る
事

業
で
あ
り
、
創
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
助
成
は
予
算
の
増
額
や
見
直

し
を
。

市
長
　
効
果
的
な
制
度
と
な
る

よ
う
補
助
単
価
の
見
直
し
等
を

検
討
す
る
。

西川 美佐保 議員（公明党）

ふじみ子ども食堂のボランティアの皆さん
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《Ｑ》市はどのように行政サービスに取り組むか

《Ａ》不安を安心に変えていただけるよう職員育成に努める

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
温
も

り
の
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

質
問
　
新
体
制
と
な
っ
た
羽
村

市
は
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
む
の
か
。

市
長
　
市
職
員
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
市
民
の
皆
様
に

寄
り
添
っ
た
親
切
・
丁
寧
な
対

応
が
必
要
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
な

ど
に
よ
る
不
安
を
抱
え
て
、
来

庁
し
た
市
民
の
皆
様
が
、
お
帰

り
に
な
る
際
に
は
、
不
安
を
安

心
に
変
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

職
員
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

感
染
症
対
策
に
お
け
る

組
織
強
化
を

質
問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
応

を
は
じ
め
感
染
症
対
策
に
対
し

て
、
大
局
観
に
立
っ
た
指
揮
系

統
の
も
と
、
効
率
的
な
運
営
を

進
め
る
た
め
に
も
、
組
織
の
強

化
・
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
現
下
の
状
況
を
的
確
に

見
極
め
、
引
き
続
き
、
私
を
ト
ッ

プ
と
す
る
、
羽
村
市
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

に
お
け
る
明
確
な
指
揮
命
令
系

統
に
よ
る
対
策
の
も
と
、
情
報

の
共
有
化
を
図
り
、
関
連
部
署

の
連
携
を
強
化
し
、
柔
軟
か
つ
、

迅
速
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

水
害
対
策
・
土
砂
災
害
へ
の

備
え
に
つ
い
て

　

一
昨
年
の
台
風
第
19
号
の
教

訓
を
踏
ま
え
て
何
点
か
質
問

し
た
。

質
問
　
清
流
地
区
に
お
け
る
、

あ
き
る
野
市
と
の
実
効
性
の
あ

る
災
害
協
定
は
締
結
さ
れ
た
か
。

市
長
　
あ
き
る
野
市
と
協
議
を

続
け
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
、

協
定
の
締
結
に
は
至
っ
て
い
な

い
の
で
、
早
期
に
締
結
で
き
る

よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

石居 尚郎 議員（公明党）

温もりのある行政サービスの提供を
（羽村市役所）

《Ｑ》弁当配食サービスを実施すべきでは

《Ａ》アレルギー対応など、課題を整理した上で検討していく

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

質
問
　
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
待
機

児
童
は
い
る
の
か
。

市
長
　
令
和
３
年
度
当
初
の
学

童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
は
、
全

体
で
は
、
定
員
に
余
剰
が
あ
る

も
の
の
、
富
士
見
学
童
ク
ラ
ブ

で
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
る
。

質
問
　
市
内
小
・
中
学
校
は
令

和
２
年
３
月
３
日
か
ら
５
月
31

日
ま
で
臨
時
休
業
を
実
施
し
た
。

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
利
用
時
間
を

拡
大
し
て
開
所
し
、
学
校
給
食

が
再
開
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
羽
村

市
商
工
会
が
一
定
期
間
、
市
内
事

業
者
の
就
業
支
援
の
観
点
か
ら

弁
当
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

た
。
そ
の
時
の
利
用
状
況
は
。

市
長　

９
日
間
で
、
延
べ
２
７

２
件
あ
っ
た
。
ま
た
、
利
用
し

た
保
護
者
の
皆
様
か
ら
は
感
謝

の
言
葉
を
多
く
い
た
だ
い
た
。

質
問
　
市
内
事
業
者
の
就
業
支

援
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
、
市

内
飲
食
業
の
経
済
効
果
の
３
つ

の
観
点
か
ら
商
工
会
と
連
携
し
、

弁
当
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す

べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長
　
市
内
飲
食
業
の
支
援
、

市
民
の
皆
様
の
利
便
性
向
上
等

に
繋
が
る
こ
と
か
ら
有
効
な
事

業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
弁
当
配
食
に

つ
い
て
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

へ
の
対
応
や
、
児
童
の
家
庭
環

境
の
違
い
な
ど
、
実
施
に
あ
た

っ
て
は
課
題
も
あ
る
。
他
自
治

体
で
の
実
施
状
況
や
保
護
者
の

皆
様
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
羽
村
市
商
工
会
を
交

え
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、
実

施
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

冨松 崇 議員（新政会）

ボランティア活動で学童クラブを清掃
する商工会青年部

■
そ
の
他
の
質
問
　

「
介
護
保
険
制
度
の
適
切

な
運
用
に
つ
い
て
」
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《Ｑ》デジタル機器に不慣れな方への配慮が必要だが《Ｑ》在宅介護家族への支援強化を！

《Ａ》関係機関と連携し迅速に支援に取り組む

コ
ロ
ナ
禍
で
の
在
宅
介
護
・

高
齢
者
の
生
活
を

ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
く
の
か

質
問
　
同
居
家
族
に
や
む
を
得

な
い
事
由
が
発
生
し
、
要
介
護

者
が
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
の
た
め
に
、

市
が
受
入
先
を
確
保
し
て
お
く

「
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
」
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
入
所
先
が
見
つ
か
ら
な

い
時
は
、
市
が
関
係
機
関
と
連

携
し
、
入
所
の
支
援
を
行
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

質
問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
介

護
す
る
家
族
の
負
担
が
増
し
、

虐
待
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

家
族
へ
の
支
援
を
充
実
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
虐
待
が
増
え
て
い
る

状
況
に
は
な
い
が
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

質
問
　
「
敬
老
の
つ
ど
い
」
に

つ
い
て
、
今
後
の
開
催
方
法
等

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
羽
村
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ

に
ア
ン
ケ
ー
ト
行
い
、
継
続
希

望
の
方
は
約
54
％
。
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
も
見
据
え
、
開
催
方
法

等
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

職
員
の
「
心
の
健
康
調
査
」

に
つ
い
て

　

総
務
省
は
全
国
自
治
体
に
職

員
の
心
の
健
康
調
査
を
行
っ
た
。

市
の
実
態
と
職
場
の
環
境
整
備

等
に
つ
い
て
伺
う
。

質
問
　
昨
年
度
、
心
の
健
康
不

調
に
よ
り
、
１
週
間
以
上
休
ん

だ
職
員
数
は
何
人
か
。

市
長
　
９
人
で
あ
る
。

質
問
　
職
場
環
境
改
善
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

市
長
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
業

務
の
効
率
化
や
事
務
事
業
見
直

し
を
進
め
な
が
ら
良
好
な
職
場

環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

大塚 あかね 議員（令和かがやき）

地域包括ケアシステム（羽村市高齢者福
祉計画及び第８期介護保険事業計画より）

《Ｑ》「検証」終了まで、新たな家屋移転は停止すべきでは

《Ａ》委託契約した事業範囲は着実にすすめる

西
口
区
画
整
理
の
「
検
証
中
」

は
新
た
な
工
事
を
中
止
す
べ
き

質
問
　
な
ぜ
令
和
５
年
度
ま
で

の
工
事
は
、
予
定
通
り
続
け
る

の
か
。

市
長
　
仮
住
ま
い
中
の
方
や
、

交
渉
中
の
方
に
不
利
益
を
生
ま

な
い
た
め
で
あ
る
。

質
問
　
こ
れ
ま
で
移
転
し
た
建

物
数
は
。
令
和
５
年
度
に
は
い

く
つ
に
な
る
か
。

市
長
　
令
和
２
年
度
末
ま
で
は

１
３
６
棟
で
あ
り
、
令
和
５
年

度
ま
で
は
２
８
５
棟
の
見
込
み
。

質
問
　
「
検
証
」
の
終
了
ま
で
、

新
た
な
家
屋
移
転
の
手
続
き
は

停
止
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
委
託
契
約
し
た
事
業
範

囲
は
着
実
に
す
す
め
る
。

質
問
　
「
検
証
」
に
む
け
、
権

利
者
へ
の
一
斉
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
う
べ
き
で
は
。

市
長
　
客
観
性
を
も
つ
第
三
者

委
員
会
で
検
証
を
行
う
の
で
、

考
え
て
い
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
経
営
・

く
ら
し
の
状
況
は
ど
う
か

質
問
　
市
内
企
業
の
景
況
は
。

市
長
　
製
造
業
で
は
、
受
注
の

不
安
定
さ
な
ど
で
厳
し
い
。
建

設
・
不
動
産
業
は
、
資
材
の
高

騰
な
ど
で
予
断
を
許
さ
な
い
。

商
業
で
は
、
来
店
客
の
減
少
な

ど
で
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

質
問
　
事
業
者
へ
の
新
た
な
支

援
が
必
要
で
は
。

市
長
　
「
事
業
者
応
援
事
業
助

成
金
」
の
増
額
予
算
を
提
案
す

る
な
ど
支
援
策
を
講
じ
て
き
た
。

質
問
　
市
民
の
く
ら
し
の
状
況

は
ど
う
か
。

市
長
　
給
与
所
得
者
の
減
少
、

失
業
率
の
上
昇
な
ど
に
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

質
問
　
く
ら
し
へ
の
さ
ら
な
る

援
助
が
必
要
で
は
。

市
長
　
ニ
ー
ズ
や
必
要
性
を
見

極
め
、
適
切
な
支

援
を
し
て
い
く
。

建物移転した区画整理地区

鈴木 拓也 議員（日本共産党）


